
▽
名
前
の
由
来
は
？

―
李
音
の
李
は
中
国
の
詩
人
李
白
か
ら
、
音
は
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉
ち
ゃ
ん
と
同

じ
音
の
字
を
付
け
李
音
と
名
付
け
ま
し
た
。

▽
普
段
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
ま
す
か
？

―
お
姉
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
お
ま
ま
ご
と
セ
ッ
ト
で
遊
ん
で
い
ま
す
。
特
に
鍋
と
フ

ラ
イ
パ
ン
を
触
る
の
が
好
き
で
、
そ
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
本
物
の
鍋
や
フ
ラ

イ
パ
ン
も
さ
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
じ
い

ち
ゃ
ん
に
抱
っ
こ
し
て
も
ら
う
の
が
大
好
き
で
、

よ
く
一
緒
に
近
所
を
散
歩
し
ま
す
。

▽
成
長
を
感
じ
る
時
は
ど
ん
な
時
で
す
か
？

―
最
近
、
食
べ
物
や
お
も
ち
ゃ
な
ど
に
対
し
て
、

表
情
や
手
の
動
き
を
使
っ
て
好
き
嫌
い
を
は
っ

き
り
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

▽
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
あ
り
ま
す
か
？

―
階
段
を
２
階
ま
で
一
人
で
登
っ
て
行
っ
て
、
家
族
み
ん
な
を
ハ
ラ
ハ
ラ
さ
せ
た

こ
と
で
す
。

▽
ご
両
親
か
ら
ひ
と
こ
と

―
笑
顔
の
ス
テ
キ
な
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

印
刷
・
製
本
／
㈲
印
刷
文
化
堂

乱
丁
・
落
丁
・
不
刷
の
際
は
お
取
替
え
い
た
し
ま
す
。

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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５５
カ
ツ
オ
と

野
菜
の

南
蛮
漬
け

簡
単
に
作
れ
る
本
格
メ
ニ
ュ
ー

刺
し
身
で
残
っ
た
カ

ツ
オ
を
保
存
食
に
。

南
蛮
酢
に
漬
け
れ
ば
、

冷
蔵
庫
で
３
日
く
ら

い
保
存
で
き
ま
す
。

ポイント

材 料 ４人分

カツオ刺し身用 200ℊ(１冊)
焼き肉のたれ 大さじ４
片栗粉 適宜
揚げ油 適宜
赤・黄パプリカ 各１/４個
ズッキーニ １/２本
ナス １本
糸トウガラシ 適宜
南蛮酢

米酢・水 各100㎖
砂糖 大さじ３
みりん 大さじ２
塩 小さじ１
しょうゆ 大さじ１
ごま油 小さじ１

作り方

①南蛮酢の材料を鍋に入れてひと煮立ちさせ、冷ましておく。
②カツオは１㎝厚さに切り、焼き肉のたれをまぶして10分下味を
付ける。水気を拭き、片栗粉を付けて中温（170度）の油で揚
げる。熱いうちに①に漬ける。

③パプリカ、ナスは乱切り、ズッキーニは輪切りにし、油で素揚
げし、②に漬ける。

④30分程度漬けたら皿に盛り付け、糸トウガラシを天盛りにする。

東京都文京区小石川生まれ。管理栄養

士。日本女子大学大学院食物栄養学専

攻修了。日本女子大学非常勤講師、十

文字学園女子大学非常勤講師、日本フ

ードコーディネーター協会常任理事。

赤堀料理学園校長 赤堀博美

尾花沢市延沢(九日町)

古瀬 李音
り お

くん(１歳)
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第１号議案 令和５年度資産査定結果および貸倒引当金

繰入について

第２号議案 令和５年度事業損益計算書・剰余金処分について

第３号議案 第29回通常総代会開催日程および付議案件

について

第４号議案 令和６年度みのり監査法人による監査にお

ける報酬額の決定について

第５号議案 ＪＡみちのく村山本店および大石田営農セン

ター３階ホール空調設備改修工事について

第６号議案 連結財務諸表作成にかかる連結の範囲について

第７号議案 不良債権の処理方針について

第８号議案 大石田カントリー施設撹拌機更新工事について

第９号議案 大口貸出金の承認について

追加議案１ 役員の行為基準の改訂について

追加議案２ 職員給与規程の一部改正について

追加議案３ 決算賞与の支給について

【報告事項】
•理事会への経過報告および行事予定について

•主要勘定・安全性の指標について

•令和５年度組合員の加入脱退について

•苦情処理定期報告について

•第４四半期理事会報告（事務ミス、自主検査、反社等

取引）について

•ＪＡみちのく村山旅行センター令和６年度企画旅行について

•肉用牛販売実績報告について

•大口信用供与先の経営状況等について

•大口貸出金の報告について

•余裕金の運用状況について

•｢ＪＡバンク基本方針｣の変更について

•みちのく村山コンプライアンスマニュアルについて

•令和５年度(株)みちのくサービスの事業決算について

第１回理事会が４月24日に開催

主な議案と内容は次のとおりです｡陽性と陰性の梅雨

万物は陰と陽でできているという「陰陽

節」という考え方があります。陰は静的で

消極的で、陽は動的で活発なイメージです。

梅雨にも、陰性の梅雨と陽性の梅雨があ

ります。陰性の梅雨は、しとしととした雨

がだらだらと降り続くもので、関東や東北

の太平洋側に多い降り方です。一方で、陽

性の梅雨は、ザーザーと激しい雨が何日か

降り続き、その後何日か梅雨の中休みで晴

れ間が広がるようなめりはりのある降り方

です。西日本では、このタイプの梅雨が多

くなります。

ところが、近年はしとしとタイプの梅雨

があまり現れず、関東でも陽性の梅雨にな

ることが増えてきています。その分、梅雨

の期間に晴れ間が出ることも多くなります

お天気カレンダー

気象予報士 檜山靖洋

が、大雷雨になっ

たり、大雨による

災害が起こりやす

くなったりします。

暖かい湿った空気

が流れ込みやすく

なったことが原因

です。これも地球

温暖化の影響の一

つといえそうです。

【全体運】コミュニケーション運が
活発化。耳寄りな情報が入ってき
そうです。家族と出かける予定を
立てて。模様替えも◎
【健康運】飲み過ぎ食べ過ぎに注意。
胃腸をいたわって
【幸運の食べ物】サヤエンドウ

【全体運】次第に周囲が騒がしくな
ってきそうですが、おおむね順調
です。親交を深めるには一緒に食
事をするのがお勧め
【健康運】歯の検診へ。正しい歯磨
きの仕方も再チェック
【幸運の食べ物】アスパラガス

【全体運】非常に勢いのあるラッキ
ー月です。気になることは物は試
しとやってみて。面白い発見があ
りそう。旅行も吉
【健康運】ゆったりする時間も大切。
ハーブティーにツキ
【幸運の食べ物】アシタバ

【全体運】トラブルが解消に向かう
上昇運。相手の話をよく聞いて。
美術展やコンサートに行くのも◎。
心豊かに過ごせます
【健康運】血液がサラサラになる食
事を心がけましょう
【幸運の食べ物】ジャガイモ

【全体運】ちょっとした行き違いが
大ごとになってしまうかも。予定
の確認は念入りに。細部までこだ
わるといい方向へ
【健康運】張り切り過ぎてダウンし
ないよう休憩を入れて
【幸運の食べ物】ノビル

【全体運】試練を乗り越えていける
力強い運気。大きな課題に取り組
みましょう。時間のかかる計画の
スタートがお勧め
【健康運】体調が改善へ。スポーツ
を楽しんで体力アップ！
【幸運の食べ物】ソラマメ

【全体運】状況が変化しやすい月。
早い判断が求められそう。日頃か
ら情報収集を心がけて。語学の勉
強や技術の習得にツキ
【健康運】無理をしないことが大事。
体の弱い部分はケアを
【幸運の食べ物】レタス

【全体運】気がせくものの急な変化
は避けたいとき。計画は時間をか
ける方向で見直しを。博物館や古
都を巡るのはお勧め
【健康運】刃物や器具の取り扱いは
慎重に。準備運動は◎
【幸運の食べ物】キュウリ

【全体運】運勢は活性化。人のプラ
ンに乗ってみましょう。協力しな
がら進めると幸運に恵まれます。
何事もバランスが大切
【健康運】消化の良い食事で胃腸を
いたわって。就寝は早めに
【幸運の食べ物】インゲン

【全体運】少しずつ快方に向かって
います。イライラしたら深呼吸を。
落ち着いて取り組めば確実に前進。
丁寧な作業を心がけて
【健康運】良い薬や病院が見つかる
予感。筋トレも◎
【幸運の食べ物】エダマメ

【全体運】運勢には勢いがあります。
滞っていたことが動き出し、連絡
もスムーズに。ただ油断は禁物。
やり過ぎには注意
【健康運】働き過ぎに気を付けて。
ストレッチで体をほぐして
【幸運の食べ物】夏ミカン

【全体運】考え過ぎは禁物。流れに
任せてみると思った以上にうまく
いきそうです。友人との会話も楽
しめます。外出が吉
【健康運】早朝の散歩がお勧め。歩
き方と姿勢をチェック
【幸運の食べ物】キクラゲ

▼
農
業
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

千
葉
県
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
小
学
生
の
こ
ろ
か

ら
村
山
市
に
住
ん
で
い
る
伯
父
の
所
に
遊
び
に
来
て
い

て
、
自
然
に
ふ
れ
あ
う
こ
と
に
は
慣
れ
て
い
ま
し
た
。

携
帯
シ
ョ
ッ
プ
で
働
い
て
い
た
30
歳
の
時
、
伯
父
の
誘

い
も
あ
り
一
緒
に
米
づ
く
り
を
し
ま
し
た
。

慣
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
農
作
業
自
体
は
大
変
で

し
た
が
、
そ
れ
以
上
に
楽
し
く
、
や
り
が
い
も
あ
り
自

分
に
合
っ
て
い
る
と
思
い
就
農
を
決
意
し
ま
し
た
。
農

機
具
も
揃
っ
て
い
た
の
で
、
初
期
投
資
も
さ
ほ
ど
な
く

助
か
り
ま
し
た
。

▼
現
在
の
仕
事
の
内
容
は
？

水
稲
を
2.2
㌶
栽
培
し
て
い
て
、
今
年
か
ら
サ
ト
イ
モ

栽
培
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
普
段
は
、
農
作
業
を
し
な

が
ら
同
じ
地
区
の
森
正
秀
さ
ん
宅
で
す
い
か
栽
培
の
手

伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

今
年
か
ら
青
年
部
に
も
加
入
し
、
農
業
を
頑
張
っ
て

い
る
仲
間
と
一
緒
に
情
報
交
換
し
な
が
ら
活
動
し
て
い

き
た
い
で
す
。

▼
農
業
の
魅
力
は
？

今
ま
で
当
た
り
前
に
食
べ
て
い
た
米
を
、
手
間
暇
か

け
て
自
分
で
育
て
る
と
愛
着
が
わ
い
て
き
ま
す
。
納
得

の
い
く
も
の
が
出
来
た
時
は
「
や
っ
た
ー
」
と
う
れ
し

く
な
り
、
そ
れ
を
食
べ
た
人
か
ら
「
お
い
し
い
」
と
言

わ
れ
る
と
今
後
の
励
み
に
も
な
り
ま
す
。

▼
休
日
は
？

そ
ば
な
ど
県
内
各
地
の
お
い
し
い
も
の
の
食
べ
歩
き

に
出
掛
け
ま
す
。

▼
今
後
は
？

一
年
の
流
れ
は
自
分
な
り
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
就
農
し
て
ま
だ
２
年
目
で
、
周
り
の
先

輩
農
家
の
皆
さ
ん
か
ら
の
助
言
や
指
導
に
は
感
謝
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
の
皆
さ
ん
か
ら
も
肥
料
、
農
薬

の
適
期
使
用
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
は
と
て
も
助
か
っ

て
い
ま
す
。

多
く
の
人
か
ら
喜
ば
れ
る
作
物
を
作
っ
て
い
く
こ
と

を
基
本
に
、
す
い
か
栽
培
に
も
挑
戦
し
、
自
立
で
き
る

農
業
経
営
を
目
指
し
た
い
で
す
。
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来月のあなたの運勢 ６月占いコーナー

双子座 ５/21～６/21 蟹 座 ６/22～７/22

獅子座 ７/23～８/22 乙女座 ８/23～９/22 天秤座 ９/23～10/23 蠍 座 10/24～11/22

水瓶座 １/20～２/18 魚 座 ２/19～３/20

モナ・カサンドラ

牡牛座 ４/20～５/20牡羊座 ３/21～４/19

射手座 11/23～12/21 山羊座 12/22～１/19

村山市富並

榎本
えのもと

優作
ゆうさく

さん(33歳)

｢未来のために ～Next Chapter～(次の章へ)｣
ネクスト チャプター

■
理
事
会
だ
よ
り

／
お
天
気
カ
レ
ン
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NO.350すいかの定植作業
(尾花沢市尾花沢 古舘浩一さんの畑にて)

(第十次経営管理３カ年計画スローガン)



菅
原

直
志
（
今
宿
）

榎
本

義
篤
（
新
町
川
端
）

◎
小
座
間
智
夫
（
四
日
町
）

吉
田

茂
（
東
町
）

〇
大
類
清
一
郎
（
大
石
田
上
ノ
原

）

齊
藤

誠
（
井
出
）

近
江

光
明
（
曙
町
）

〇新
熊
谷

強
（
上
宿
）

伊
藤

実
（
下
宿
・
黒
滝
）

奥
山

政
雄
（
上
ノ
原
）

髙
橋

正
子
（
坂
ノ
上
）

髙
橋

利
晴
（
来
迎
寺
）

〇
奥
山

彦
也
（
里
）

笹
原

浩
生
（
田
沢
上
）

伊
藤

正
彦
（
田
沢
下
）

◎
髙
橋

謙
悦
（
小
菅
）

〇新
黒
沼

義
典
（
新
山
寺
）

◎
草
刈

一
将
（
豊
田
）

〇
遠
藤

保
（
川
前
）

青
木

忠
弘
（
大
浦
）

森

保
彦
（
次
年
子
）

鑓
水

武
（
白
鷺
）

早
坂

英
樹
（
岩
ヶ
袋
）

斎
藤

昭
作
（
上
ノ
台
）

工
藤

英
昭
（
海
谷
）

◎
三
浦

清
孝
（
鷹
巣
１
）

三
浦

一
人
（
鷹
巣
２
）

斎
藤

良
一
（
鷹
巣
３
）

○
海
藤

雅
彦
（
駒
籠
）

大
石
田
地
区

横
山
地
区

豊
田
地
区

海
谷
地
区

〇新
菅
野

義
弘
（
北
郷
）

〇新
笹
原

和
彦
（
坂
本
）

〇新
尾
崎

敏
春
（
鶴
巻
田
）

〇
髙
橋

昭
（
鶴
巻
田
）

近
藤

範
雄
（
母
袋
）

◎
遠
藤

和
彦
（
粟
生
）

小
関

武
夫
（
下
柳
）

柳
橋

仁
（
寺
町
）

清
藤

修
一
（
上
原
田
）

木
戸

健
悦
（
銀
山
）

◎
豊
島
記
代
司
（
三
日
町
）

鈴
木
敬
次
郎
（
九
日
町
１
）

菅
藤

守
（
九
日
町
２
）

〇新
田
村
庄
一
郎
（
袖
原
）

古
瀬

政
義
（
荒
町
）

〇新
五
十
嵐
英
昭
（
古
殿
１
）

五
十
嵐
昭
一
（
古
殿
２
）

大
戸

一
雄
（
畑
沢
１
）

古
瀬

秀
則
（
畑
沢
２
）

〇新
水
上

隆
吉
（
細
野
１
）

五
十
嵐
清
悦
（
細
野
２
）

〇新
近
藤

芳
政
（
六
沢
１
）

〇新
菅
野

磨
（
六
沢
２
）

秋
保

雅
史
（
鶴
子
１
）

伊
藤

勝
夫
（
滝
ノ
上
）

西
塚

伸
（
中
里
）

○
西
塚
カ
ネ
子
（
鶴
子
３
）

小
松

俊
和
（
市
野
々
）

永
沢

義
信
（
紅
内
）

常
盤
地
区

〇新
阿
部

信
雄
（
二
藤
袋
２
）

大
山

弘
（
二
藤
袋
３
）

柴
田

章
（
二
藤
袋
開
拓
１

）

○
遠
藤

利
一
（
二
藤
袋
開
拓
２

）

大
類

俊
一
（
田
沢
）

〇新
星
川

智
一
（
牛
房
野
１
）

今
野

春
義
（
牛
房
野
２
）

〇新
星
川

正
秀
（
牛
房
野
３
）

佐
藤

与
亮
（
牛
房
野
４
）

高
橋

良
一
（
横
内
）

石
塚

良
一
（
五
十
沢
）

菅
野

信
悦
（
和
合
）

榎
本

信
次
（
荻
袋
１
）

戸
津

英
樹
（
荻
袋
２
）

佐
々
木
喜
代
志
（
荻
袋
３
）

榎
本

淳
志
（
荻
袋
４
）

伊
勢
村
孝
之
（
荻
袋
開
拓
）

◎
渡
辺

精
一
（
寺
内
１
）

押
切

浩
明
（
寺
内
２
）

大
場
喜
久
雄
（
寺
内
３
）

星
川

邦
男
（
西
原
１
）

廣
瀬

正
吉
（
西
原
２
）

東
海
林
富
弥
（
南
沢
１
）

東
海
林
志
一
（
南
沢
２
）

○
小
松

良
雄
（
野
黒
沢
１
）

三
浦

政
博
（
野
黒
沢
２
）

大
類
喜
美
男
（
芦
沢
１
）

東
海
林

正
（
芦
沢
２
）

矢
作

晴
義
（
小
山
開
拓
）

福
原
地
区

尾
花
沢
地
区

尾
花
沢
地
区

鈴
木

敏
正
（
上
町
１
）

柴
田

雄
（
上
町
２
）

斉
藤

稔
（
上
町
３
）

安
井

一
義
（
上
町
４
）

◎
阿
部

彰
雄
（
上
町
５
）

鈴
木

明
（
梺
町
１
）

奥
山

仁
志
（
梺
町
３
）

加
藤

一
志
（
横
町
１
）

沼
沢

滋
（
横
町
２
）

〇新
佐
藤

一
男
（
北
町
）

高
橋

健
（
荒
楯
）

〇新
遠
藤

輝
男
（
新
町
５
）

〇新
菅
野

久
（
朧
気
）

〇新
大
山

浩
一
（
二
藤
袋
１
）

尾
花
沢
地
区

井
澤

一
裕
（
稲
下
中
部
）

佐
藤

利
吉
（
稲
下
南
部
）

井
澤

勝
家
（
稲
下
東
部
）

〇新
奥
山

光
浩
（
反
田
）

髙
橋

稔
（
沖
）

髙
橋

誠
一
（
驚
滝
）

〇新
奥
山

昇
一
（
船
橋
）

卯
野

清
策
（
共
栄
）

〇新
伊
藤

泰
弘
（
土
海
在
家
）

青
柳

剛
（
北
畑
）

〇新
金
子
富
士
美
（
弓
田
）

○
中
里

邦
男
（
新
町
）

大
沼

義
治
（
新
田
）

〇新
齋
藤

敏
幸
（
宮
下
第
１
）

〇新
中
里

剛
（
宮
下
第
２
）

大
高
根
地
区

〇新
安
彦

俊
幸
（
巾
木
田
）

〇新
飛
田

光
宏
（
上
仲
宿
）

安
彦

藤
弘
（
下
仲
宿
）

阿
部

錦
一
（
新
田
）

〇新
大
場

新
悦
（
上
深
沢
大
林
）

〇新
大
場

昌
彦
（
下
深
沢
）

〇新
石
川

幸
一
（
道
田
）

〇新
髙
橋

利
範
（
楯
）

矢
作

光
儀
（
外
宿
）

大
場

正
士
（
平
林
）

矢
作

好
美
（
上
中
原
）

狩
野

正
行
（
下
中
原
）

〇新
工
藤

良
夫
（
里
）

〇新
工
藤

靖
（
森
）

矢
作

和
男
（
小
滝
）

〇新
後
藤

昭
広
（
境
ノ
目
）

〇新
齋
藤

次
雄
（
中
山
大
谷
地
）

森

拓
也
（
新
西
）

井
上

和
彦
（
下
小
屋
）

〇新
井
上
信
之
輔
（
大
石
）

〇新
井
上

浩
一
（
大
鳥
居
）

齋
藤

邦
弘
（
本
郷
）

井
上

憲
幸
（
水
口
）

齋
藤

英
一
（
松
倉
）

齋
藤

定
男
（
須
摩
）

卯
野

久
悦
（
樽
石
北
）

笹
原

和
彦
（
日
影
）

◎
太
田

一
男
（
稲
下
北
部
）

太
田
喜
一
郎
（
高
玉
）

◎
鈴
木

政
和
（
赤
石
）

青
戸

保
雄
（
五
十
沢
）

外
塚

秀
信
（
楯
下
釜
）

奥
山

幸
徳
（
西
口
）

◎
井
上

朝
元
（
上
宿
）

芦
野

富
慶
（
新
宿
）

井
澤

正
人
（
下
宿
）

〇新
井
澤

清
巳
（
平
野
）

細
矢

清
隆
（
北
口
）

片
桐

清
治
（
水
南
）

〇新
井
澤

一
雄
（
東
）

門
脇

永
和
（
門
前
）

奥
山

隆
幸
（
河
原
前
）

〇新
髙
谷

太
（
下
原
）

仲
嶋

茂
巳
（
上
原
）

〇
海
老
名
正
度
（
楯
）

後
藤

修
（
宝
）

後
藤

惣
一
（
天
神
）

〇新
本
間

広
敏
（
上
久
保
）

〇新
布
宮

誠
一
（
下
久
保
）

〇新
後
藤

真
也
（
下
小
路
）

後
藤

善
敏
（
矢
木
沢
）

後
藤
千
賀
志
（
山
際
）

髙
橋

光
義
（
中
ノ
目
）

石
川

賢
也
（
下
荒
敷
）

〇新
土
海

剛
（
上
荒
敷
）

〇新
堅
木

広
（
北
山
）

菊
地

弘
明
（
上
ノ
宿
）

葉
山
地
区

奥
山

賢
一
（
上
新
町
）

○
西
村

好
彦
（
下
新
町
）

〇新
赤
松

弘
昭
（
二
日
町
）

伊
藤

眞
一
（
鶴
ヶ
町
）

笹
原

忠
市
（
北
町
）

小
関

勝
（
湯
沢
）

◎
佐
藤

晴
夫
（
湯
沢
第
１
）

柴
崎

実
（
湯
沢
第
２
）

〇新
下
山

勝
宏
（
北
楯
）

寺
西

昇
（
南
楯
）

小
関

好
夫
（
北
馬
場
）

冨
塚

和
良
（
南
馬
場
）

〇新
髙
嶋

清
（
大
沢
川
）

石
川

征
男
（
上
笛
田
）

菅
井

利
幸
（
中
笛
田
）

平
山

秋
雄
（
下
笛
田
）

元
木

正
悦
（
南
荒
町
）

土
屋

俊
英
（
中
荒
町
）

矢
矧
喜
平
治
（
北
荒
町
）

奥
山

正
志
（
大
上
）

緒
方

彗
生
（
林
崎
）

〇新
鈴
木

政
夫
（
金
谷
）

◎
鈴
木

正
（
行
川
）

鈴
木

勝
（
中
沢
）

〇
齋
藤

久
士
（
新
山
）

齊
藤

悟
（
碁
点
）

工
藤

一
男
（
浦
）

４５

令和６年度の農事実行組合長の皆さんが決まりました。敬称
は省略させていただきます。
◎は代表者、○は副代表者、○新は新任、( )内は農事実行
組合名です。▲委嘱状交付式(尾花沢)

農事実行組合長の農事実行組合長の農事実行組合長の
みなさんを紹介しますみなさんを紹介しますみなさんを紹介します

令和６年度 ＪＡみちのく村山

髙
橋

剛
（
中
条
）

〇新
柴
田

吉
信
（
宿
）

〇新
須
藤

芳
幸
（
上
宿
）

〇新
田
中

由
雄
（
乙
宿
）

〇新
齊
藤
又
次
郎
（
中
組
）

須
藤

啓
一
（
下
組
）

板
垣

正
洋
（
浮
沼
第
１
）

〇新
川
田

孝
（
浮
沼
第
２
）

〇
板
垣

英
樹
（
道
六
）

〇新
原
田

公
一
（
名
取
第
１
）

板
垣

義
和
（
名
取
第
２
）

髙
木

栄
悦
（
中
原
）

原
田

清
明
（
清
水
）

◎
太
田

幸
信
（
大
淀
）

〇新
小
野

松
悦
（
長
島
）

鈴
木

洋
一
（
本
飯
田
第
１
）

〇新
樽
石

和
広
（
本
飯
田
第
２
）

齊
藤

実
（
本
飯
田
第
３
東

）

〇新
後
藤

政
彦
（
本
飯
田
第
３
西

）

〇新
石
川

定
男
（
本
飯
田
第
４
）

〇新
安
達

智
（
本
飯
田
第
５
）

遠
藤

正
人
（
本
飯
田
第
６
）

〇新
八
鍬

淳
（
土
生
田
第
１
）

○
阿
部

登
（
土
生
田
第
２
）

小
室

弘
之
（
土
生
田
第
３
）

〇新
八
鍬

茂
敏
（
土
生
田
第
４
）

八
鍬

貞
次
（
土
生
田
第
５
）

〇新
森

國
次
（
土
生
田
第
６
）

青
木

繁
雄
（
土
生
田
第
７
）

工
藤

誠
（
芦
沢
駅
前
）

神
保

玲
（
大
海
平
）

石
川

良
子
（
名
木
沢
１
）

石
川

啓
次
（
名
木
沢
２
）

大
類

栄
次
（
名
木
沢
３
）

齋
藤

吉
徳
（
名
木
沢
４
）

有
沢

正
幸
（
西
野
々
）

国
分

秀
俊
（
毒
沢
）

押
切

敏
一
（
上
の
宿
）

大
類

義
輝
（
正
厳
１－

１
）

○
小
関

武
（
正
厳
１－

２
）

高
橋

信
昭
（
正
厳
２
）

〇新
高
橋

央
（
正
厳
３
）

加
藤

宗
夫
（
丹
生
１
）

本
間
長
三
郎
（
丹
生
２
）

石
塚

壽
一
（
丹
生
３
）

菅
野

久
（
安
久
戸
）

井
上

節
夫
（
玉
野
原
）

片
倉

茂
司
（
中
島
）

原
田

嘉
孝
（
押
切
）

〇新
山
口

清
春
（
高
橋
）

高
橋

健
一
（
中
刈
）

今
野

智
徳
（
矢
越
）

柴
崎

盛
雄
（
関
谷
）

押
切

英
明
（
市
野
々
）

鈴
木

信
雄
（
岩
谷
沢
）

◎
三
浦

義
一
（
行
沢
）

〇新
東
海
林
久
一
（
下
原
田
）

楯
岡
地
区

大
倉
地
区

西
郷
地
区

袖
崎
地
区

◎○
戸
沢
地
区

宮
沢
地
区

玉
野
地
区



６７

ハ
ウ
ス
さ
く
ら
ん
ぼ
目
ぞ
ろ
え
会

ハ
ウ
ス
さ
く
ら
ん
ぼ
目
ぞ
ろ
え
会

ハ
ウ
ス
さ
く
ら
ん
ぼ
目
ぞ
ろ
え
会

露
地
物
の
結
実
確
保
講
習
会
も
実
施

露
地
物
の
結
実
確
保
講
習
会
も
実
施

露
地
物
の
結
実
確
保
講
習
会
も
実
施

村
山
営
農
セ
ン
タ
ー
村
山
さ
く

ら
ん
ぼ
加
温
ハ
ウ
ス
研
究
会
は
４

月
12
日
、
Ｊ
Ａ
果
実
選
果
施
設
で

ハ
ウ
ス
さ
く
ら
ん
ぼ
の
目
ぞ
ろ
え

会
を
開
き
ま
し
た
。

出
荷
最
盛
期
を
間
近
に
控
え
開

い
た
も
の
で
、
生
産
者
、
Ｊ
Ａ
職

員
ら
25
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
研

究
会
の
太
田
一
男
会
長
が
「
２
月

ま
で
順
調
だ
っ
た
が
、
３
月
の
天

候
不
順
に
は
苦
労
し
た
。
こ
れ
か

ら
本
格
的
出
荷
を
迎
え
る
が
良
品

質
出
荷
を
お
願
い
す
る
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
の
担
当
者
が
、

サ
ン
プ
ル
を
用
い
て
出
荷
容
器
と

規
格
ご
と
の
詰
め
方
な
ど
を
説
明

し
ま
し
た
。

主
力
の
「
佐
藤
錦
」
は
３
月
31

日
か
ら
出
荷
が
始
ま
り
、
関
東
、

関
西
、
広
島
方
面
の
市
場
に
出
荷

さ
れ
て
い
ま
す
。
最
盛
期
は
４
月

下
旬
〜
５
月
上
旬
。
市
場
の
評
価

も
良
く
、
出
荷
は
５
月
末
ま
で
続

き
ま
す
。

結
実
確
保
対
策
の
講
習
会
が
４

月
22
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
村

山
市
楯
岡
の
大
山
拓
也
さ
ん
の
園

地
で
は
、
北
村
山
農
業
技
術
普
及

課
の
長
岡
正
三
専
門
普
及
指
導
員

が
、
防
風
対
策
、
人
工
授
粉
、
開

花
期
の
か
ん
水
な
ど
結
実
確
保
対

策
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
話
を
し
、

毛
ば
た
き
を
使
い
人
工
授
粉
作
業

の
実
演
を
行
い
ま
し
た
。

新
規
就
農
者
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト

新
規
就
農
者
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト

新
規
就
農
者
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト

〜
尾
花
沢
す
い
か
農
学
校
開
校
〜

〜
尾
花
沢
す
い
か
農
学
校
開
校
〜

〜
尾
花
沢
す
い
か
農
学
校
開
校
〜

夏
す
い
か
日
本
一
の
「
尾
花
沢

す
い
か
」
は
、
量
だ
け
で
な
く
甘

さ
、
シ
ャ
リ
感
も
良
く
高
い
評
価

を
得
て
い
ま
す
。
当
Ｊ
Ａ
で
は
、

販
売
高
が
３
年
連
続
30
億
円
を
超

え
た
一
方
、
出
荷
数
量
は
異
常
気

よ
る
営
農
支
援
や
空
き
家
情
報
な

ど
で
移
住
就
農
者
の
暮
ら
し
の
サ

ポ
ー
ト
も
行
い
ま
す
。

尾
花
沢
市
役
所
で
行
わ
れ
た
開

校
式
に
は
、
入
校
生
、
同
校
の
役

員
、
運
営
委
員
ら
40
人
が
出
席
。

研
修
１
年
目
か
ら
就
農
２
年
目
の

１
期
生
14
組
16
人
に
学
生
証
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山
す
い
か
生

産
部
会
部
会
長
で
、
初
代
学
長
に

就
い
た
大
山
功
学
長
が
「
尾
花
沢

す
い
か
は
全
国
か
ら
高
い
評
価
を

得
て
い
る
。
栽
培
技
術
か
ら
経
営

指
導
ま
で
、
全
面
的
に
支
援
し
て

行
く
。
う
ま
い
、
ま
た
食
べ
た
い

と
言
わ
れ
る
す
い
か
づ
く
り
に
頑

張
っ
て
い
こ
う
」
と
入
校
生
を
激

励
し
た
。

入
校
生
を
代
表
し
て
、
広
島
県

出
身
で
就
農
１
年
目
の
佐
々
見
雄

平
さ
ん
(
34
)
が
「
こ
の
学
校
で
さ

ら
に
栽
培
技
術
を
学
び
、
安
定
し

た
す
い
か
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

後
輩
に
引
き
継
げ
る
よ
う
に
、
１

期
生
と
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

▲開校した「尾花沢すいか農学校」

▲ＪＡの担当者から出荷規格などの

説明を聞く生産者

▲結実確保対策のポイントを話した講習会

▲入校生代表のあいさつ▲入校生代表のあいさつ

をする佐々見さんをする佐々見さん

信用共済事業目標達成を信用共済事業目標達成を信用共済事業目標達成を

～職員らが集い推進大会～～職員らが集い推進大会～～職員らが集い推進大会～

▲｢頑張ろう｣三唱で目標達成を誓う参加者ら

当ＪＡは４月11日、令和６年度信用共済事業推進

大会をＪＡ本店で開きました。本店・各支店の信用

共済担当職員約45人が出席。信用共済事業の目標達

成を誓い合いました。

信用共済の各事業方針と目標の説明に続き、楯岡

支店の結城紋次長と村山地区ＬＡ副管理者の軽部和

敦主査が決意表明しました。最後に、尾花沢支店の

永澤摂子金融課長と大石田地区ＬＡ管理者の押切智

志主査の掛け声で「頑張ろう」を三唱しました。

令和６年度の年度末貯金残高目標は772億円、貸

出金残高目標は155億円、投資信託残高目標が９千

万円で、共済の推進総合目標は874万ポイント。組

合員、利用者のニーズに応え連携と情報の共有を図

り目標達成を目指します。

令和６年度の事業活動を協議令和６年度の事業活動を協議令和６年度の事業活動を協議

～女性部委員、事務局合同会議～～女性部委員、事務局合同会議～～女性部委員、事務局合同会議～

▲令和６年度の活動を確認した会議

ＪＡみちのく村山女性部は４月12日、本年度最初

の委員ならびに事務局の合同会議をＪＡ本店で開催。

各支部長とＪＡ職員あわせて18人が出席し、事業計

画などを決めました。

犬飼紀子部長のあいさつに続き協議では、ＪＡ女

性組織３カ年計画のスローガン「ＪＡ女性 想いを

一つに かなえよう」を基本に、仲間づくりやＪＡ運

営への参画に取り組むことを確認しました。

令和６年度は女性部全体の活動として、全体研修、

スポーツ親睦会、脳ドック健診などを実施するとと

もに、賞味期限内の食べ物を持ち寄り、支援を必要

としている個人や団体に無償で提供する「フードド

ライブ活動」にも取り組んでいきます。

夏
す
い
か
日
本
一
の
「
尾
花
沢
す
い
か
」
の
ブ
ラ
ン
ド
を
堅
持
し

て
行
こ
う
と
、「
尾
花
沢
す
い
か
農
学
校
」
が
４
月
22
日
に
開
校
し
ま

し
た
。
栽
培
技
術
習
得
の
研
修
期
間
か
ら
就
農
後
の
営
農
支
援
ま
で
、

尾
花
沢
市
、
Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山
、
北
村
山
農
業
技
術
普
及
課
な
ど

関
係
機
関
が
連
携
し
て
全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

象
、
高
齢
に
よ
る
離

農
な
ど
の
影
響
で
、

２
年
連
続
100
万
ケ
ー

ス
を
割
り
込
ん
で
い

ま
す
。
こ
う
し
た
状

況
を
踏
ま
え
ブ
ラ
ン

ド
を
維
持
し
て
い
く

た
め
、
移
住
を
含
む

市
内
に
居
住
し
、
す

い
か
栽
培
を
目
指
す

48
歳
ま
で
を
対
象
に

営
農
支
援
を
し
て
い

き
ま
す
。
１
〜
２
年

は
就
農
準
備
を
す
る

た
め
の
研
修
期
間
と

し
て
、
先
進
農
家
の

も
と
で
基
本
的
な
栽

培
技
術
を
学
び
、
就

農
後
５
年
間
は
、
就

農
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

▶
播
種
作
業
(
尾
花
沢
育
苗
セ
ン
タ
ー
）

管内５つの水稲育苗施設（村山市中央、葉山、戸

沢、尾花沢、大石田）では、３月中旬から塩水選作

業を行い、４月中旬から催芽種子の引き渡しや播種

作業が進められました。５月中旬から始まる苗の引

き渡しに向けて、各施設では連日管理作業が続いて

います。

村山市中央育苗組合(奥山金弥組合長)では安全祈

願祭が４月５日、村山市中央育苗センターで行われ、

今年の健苗育成と作業の安全を祈願しました。

大石田町の産直「つなぎ」が４月13日に今年度の

営業がスタートしました。

オープン当日は、朝早くから会員の人たちが新鮮

な野菜や山菜、加工品、手芸品などを持ち込み、オー

プンを待ちわびた多くのお客が来店し賑わいました。

４月26日～27日には、管内のＪＡグリーン４店舗

で春作業応援大売り出しが行われました。肥料、農

薬はもとより野菜苗も販売され、また、牛肉など食

料品も特価で提供されました。

▲今年度も営業スタートの産直つなぎ

産直「つなぎ」オープン産直「つなぎ」オープン産直「つなぎ」オープン

JAグリーンでも売り出しJAグリーンでも売り出しJAグリーンでも売り出し

今年も健苗育成を今年も健苗育成を今年も健苗育成を

管内水稲育苗がスタート管内水稲育苗がスタート管内水稲育苗がスタート

▶
無
事
故
で
健
苗
育
成
を
祈
願

（
村
山
市
中
央
育
苗
セ
ン
タ
ー
）



求人情報の提供

後日、紹介所から求人のある農家が紹介され

ますので、農家に電話して面接日時等を確認し

て下さい。

農家との面接

農家から指定された日時に訪問し、作業内容

や就業条件を確認して下さい。

採用通知

面接後または後日、農家から採用または不採

用の連絡があります。

就 業

採用の連絡があったら、雇用契約を締結し、

指定された日から雇用が始まります。

⬇

８９

お知らせ掲示板お知らせ掲示板

ＪＡみちのく村山ＪＡみちのく村山
第29回通常総代会のお知らせ第29回通常総代会のお知らせ

■開催日時／令和６年６月７日(金)

午後１時30分開会

■場 所／ＪＡみちのく村山本店３階ホール

～ＪＡみちのく村山果実選果施設～

従業員募集！従業員募集！

■募集人数／若干名

■勤 務 地／ＪＡ果実選果施設

(村山市大字白鳥字秋山3832)

■採用条件／18歳以上で､元気で体力に自信のある方

■就労期間／令和６年７月下旬頃～11月下旬まで

■就労時間／午前８時30分～午後５時

■業務内容／トマト・もも・りんご・西洋梨の選果

に関する業務

■募集期間／令和６年６月14日(金)まで

くだものとトマト選果作業を

一緒にやってみませんか？

問い合わせ先／☎0237-52-4022(担当：峯田・井上)

農業就労者の減少や高齢化等で労働力不足が深刻

化するなかで「無料職業紹介所」を開所しておりま

す。当紹介所では、求人・求職の申込みを受け、雇

用関係の成立を斡旋いたします。

おいしい山形で働いてみませんか！おいしい山形で働いてみませんか！

無料職業紹介の流れ

※求人も随時受付しております。農繁期前に早めの
登録をおすすめいたします。

■連絡先／営農販売部営農企画課 ☎0237-55-6317

求職の申込み

紹介所の窓口を訪れるか、電話で求職を申

し込んで下さい。

窓口を訪れる場合は電話で日時を事前に予

約して下さい。

2024 ＪＡみちのく村山 特別企画旅行年度

早期申込割引
2024年７月12日 までにお申込みをされた方は

5,000円割引いたします。旅行代金から

金

お問い合わせ･お申込みは…ＪＡみちのく村山旅行センター ☎0237-55-6314

⬇

⬇

⬇

大人お１人様大人お１人様 278,000278,000円円税込税込

１班 11月28日木～12月３日火１班 11月28日木～12月３日火

(洋室２名様１室ご利用)(洋室２名様１室ご利用)

２班 12月５日木～12月10日火２班 12月５日木～12月10日火
出発日

大人お１人様大人お１人様
(２名様１室ご利用)(２名様１室ご利用) 198,000198,000円円税込税込

出発日 12月12日木～12月15日日12月12日木～12月15日日



み
ち
の
く
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み
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く
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歌
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ー

み
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の
く
川
柳
･短
歌
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コ
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ナ
ー

農作業事故ゼロを農作業事故ゼロを農作業事故ゼロを

呼びかけ呼びかけ呼びかけ

1011

❶アジサイに似合いそうな生き

物。文部省唱歌の曲名にもな

っています

❷いとこのお母さんです

❸空き店舗に――募集の看板が

付いた

❹野菜とハムやゆで卵などを盛

り合わせて作ります

❻６月の第３日曜日は――の日

です

❾ポシェットやリュックもこの

一種

10梅雨時に洗濯物を干すとパリ

ッと乾かずこうなることも

11テレビ・ラジオ欄にたくさん

載っています

13倉敷市の――地区を歩いて回

った

14足が８本あります

16手前の反対

クロスワードを解いて、Ａ～Ｄの二重ワクの

文字を順に並べてできた言葉が答えです。

17

15

16

12

13

14

11

８

９

10

５

６

７

１

２

３

４

⬇ タテのカギ

❷うちの――は稲、裏作はキ

ャベツです

❺時には相手の――になって

考えることも大切だ

❼シカと大仏が有名な県

❽耕したり肥やしたりします

❾カウボーイが首に巻きます

11スポーツ紙では打棒と書か

れることも

12ＬＤＫのＬです

14たる、おけにはめられてい

ます

15部屋の模様替えのときに動

かすこともあります

16もち米に具材を入れて炊い

たもの

17昭和の名曲『青い――』。

同名映画の主題歌として知

られています

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

答え

Ｄ

➡ ヨコのカギ

19

20

16

17

18

13

14

15

11

12

８

９

10

６

７

１

２

３

４

５

パズル正解者の中から厳正な抽選の結果､下記の

５名の方が当選しました。おめでとうございます。

４月号の答え ｢ピクニツク｣

[ハガキ記入例]
◆応募のきまり

•応募は１人につき１回有効です。

•紙面の都合により「みちのくぼいす」

に掲載されないこともあります。

•｢みちのくぼいす｣に掲載されない場合

も、パズルは抽選対象になります。

•当選発表を『ふれあい』６月号で行い

ます。あらかじめご了承ください。

◆応募先

•ハガキ…[記入例]をご参照ください。

•電子メール…fureai@mitinoku.or.jp

•FAX…0237-55-5825

◆応募締め切り ５月24日(金)

※ 当日消印有効
ペンネームを使用する方は、

本名・ペンネーム両方とも

記入して下さい

パズルを解いて、さあ応募！パズルを解いて、さあ応募！

すてきな賞品をプレゼント

みちのくぼいす「テーマ大賞」…………１名

クロスワードパズル正解者の中から……５名

村
山
市
楯
岡
北
町

一
丁
目
１
番
１
号

Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山

広

報

係
行

995-0011
63

住所の書き忘れにも
ご注意下さい！

①パズルの答え

②｢みちのくぼいす｣テ

ーマなどに関する身

近な話題、ご意見・

ご感想

③郵便番号・住所

④氏名・ペンネーム

⑤年齢

⑥性別

⑦電話番号
•疲れぎみのばあちゃんさん(大石田町)

•山ちゃんさん(村山市)

•おばさんさん(村山市)

•めいさやさん(尾花沢市)

•85歳女性さん(尾花沢市)

￥ ポ ハ ツ コ イ

サ ツ キ ア オ バ

イ ゴ シ ユ ク ン

ヨ ウ シ ユ テ

ラ ー ユ タ ニ ン

ウ タ ク ト ア

ト ピ ツ ク ゼ ロ

Ｄ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｅ

今
回
の
テ
ー
マ

テ
ー
マ
大
賞

｢農作業時の農業機械の転倒･転落

事故および高所からの転落事故の防

止」をテーマに県村山総合支庁農業

技術普及課と北村山地区農業機械士

会は４月16日、村山市の支庁北村山

地域振興局正面玄関前で、村山地区

春の農作業事故防止啓発運動広報キ

ャラバン隊の出発式を開きました。

出発式には、県やＪＡ、市町の職

員ら15人が出席。北村山地区３市１

町の担当者に農作業安全旗が伝達さ

れた後、広報車４台が出発し事故防

止を呼びかけた。

春の農繁期はトラクターの転倒や

高所作業中の転落が多く、特に注意

が必要だという。

▲農作業安全の呼びかけに出発する

キャラバン隊

人
混
み
が
苦
手
な
た
め
、
観
光
地

は
避
け
ま
す
。
田
舎
に
帰
省
し
て
、

お
墓
参
り
な
ど
ゆ
っ
く
り
し
た
い
で

す
。

(京
都
府
京
都
市

サ
ラ
ダ
さ
ん
)

４
月
29
日
は
居
合
神
社
に
お
参
り

し
て
、
30
日
は
自
分
の
誕
生
日
で
す
。

(村
山
市

43
歳
女
性
さ
ん
)

私
の
子
供
が
県
外
に
出
て
か
ら

28
年
に
な
り
ま
す
。
山
形
に
い
る

時
間
よ
り
長
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
で
も
年
３
回
以
上
は
帰
っ

て
き
ま
す
。
連
休
も
し
か
り
で
す
。

孫
を
連
れ
て
帰
っ
て
こ
れ
る
の
も

あ
と
何
年
か
？
孫
が
大
き
く
な
れ

ば
、
一
緒
に
は
来
な
く
な
る
か
も

し
れ
な
い
と
思
っ
て
し
ま
う
私
が

い
る
の
で
…
さ
び
し
い
な
あ
…

(村
山
市ハ

ル
く
ん
元
気
だ
ニ
ャ
ー
さ
ん
)

埼
玉
に
い
る
小
学
生
の
孫
た
ち
は
、

山
形
に
来
る
こ
と
を
「
修
行
」
と
言

い
ま
す
。
「
今
度
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
に
、
山
形
へ
修
行
に
行
っ
て

も
い
い
？
」
我
が
家
は
い
つ
か
ら
宿

坊
に
な
っ
た
ん
だ
。

(村
山
市

馬
耳
東
風
さ
ん
)

私
の
住
む
集
落
は
、
連
休
中
に
神

社
の
お
祭
り
が
あ
り
ま
す
。
昔
は
た

く
さ
ん
の
露
店
が
並
び
、
子
ど
も
の

頃
は
と
て
も
楽
し
み
で
し
た
。
今
は

一
つ
も
な
く
淋
し
く
思
い
ま
す
。

(村
山
市チ

コ
ち
ゃ
ん
に
ご
し
ゃ
が
れ
る
さ
ん
)

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
全
国
の

Ｊ
Ａ
巡
り
が
で
き
た
ら
楽
し
い
だ
ろ

う
な
あ
と
思
い
ま
す
。
と
て
も
回
り

切
れ
な
い
で
し
ょ
う
ね
。

(愛
知
県
岡
崎
市

あ
ふ
が
ん
さ
ん
)

家
の
周
り
の
雪
囲
い
を
と
っ
た
ら
、

だ
い
ぶ
前
に
張
り
替
え
た
障
子
が
破

け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
息
子
に
手
伝

っ
て
も
ら
お
う
と
思
い
ま
す
。
「
や

ら
な
い
と
な
」
と
思
っ
て
い
て
も
、

体
の
調
子
が
悪
い
時
は
出
来
な
い
ん

で
す
よ
ね
。
(村
山
市

ユ
ッ
キ
ー
さ
ん
)

Ｇ
Ｗ
は
混
雑
を
避
け
、
自
宅
や
近

く
で
お
と
な
し
く
し
て
い
ま
す
。
ど

こ
も
、
県
外
ナ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
車

が
多
く
、
最
近
は
外
国
の
方
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
Ｇ
Ｗ
に
な
る
と
、

逆
に
仕
事
が
忙
し
く
な
る
方
も
大
勢

い
ま
す
。
大
変
で
す
が
、
Ｇ
Ｗ
が
終

わ
っ
た
ら
、
く
つ
ろ
い
で
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

(大
石
田
町

ズ
ン
ズ
ン
コ
さ
ん
)

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
は
久
し
ぶ

り
に
孫
に
会
い
に
行
き
ま
す
。

(大
阪
府
堺
市

た
ろ
や
ん
さ
ん
)

子
ど
も
達
が
中
・
高
生
の
頃
は
陸

上
大
会
が
あ
り
、
運
動
公
園
や
あ
か

ね
ケ
丘
陸
上
競
技
場
に
行
っ
て
応
援

し
、
あ
っ
と
い
う
間
の
連
休
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
年
月
が
流
れ
、
子
ど
も
達

は
親
に
な
り
家
族
連
れ
で
来
て
く
れ

ま
す
。
家
族
一
同
で
賑
や
か
に
集
え

る
日
は
楽
し
み
で
あ
り
生
き
甲
斐
で

も
あ
り
ま
す
。
手
作
り
の
ご
ち
そ
う

何
し
よ
う
か
な
と
今
か
ら
考
え
て
い

ま
す
。

(尾
花
沢
市

め
い
さ
や
さ
ん
)

我
が
家
の
雪
囲
い
外
し
は
、
毎
年

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
中
に
３
、
４

日
か
け
て
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

の
雪
の
少
な
さ
に
隣
の
め
ん
ご
ち
ゃ

ん
の
じ
ぃ
ー
じ
ぃ
が
「
お
れ
が
97
年

生
き
て
き
た
中
で
、
こ
ん
な
に
少
な

い
の
は
初
め
て
だ
」
と
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。
こ
の
地
区
に
100
年
以
上
も

な
か
っ
た
事
が
起
き
た
ん
で
す
よ
ね
。

(１
９
５
０
年
生
れ
の
女
さ
ん
)

我
が
家
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
で
も
毎
年
変
わ
ら
な
い
生
活
を
し

て
い
ま
す
。
畑
仕
事
に
精
が
出
そ
う

で
す
。

(大
石
田
町

隊
長
さ
ん
)

連
休
中
は
出
か
け
た
り
、
お
い
し

い
も
の
を
食
べ
に
行
き
た
い
け
ど
、

ど
こ
も
人
、
人
、
人
で
並
ぶ
の
は
嫌

な
の
で
、
い
つ
も
で
き
な
い
所
の
掃

除
や
片
付
け
を
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

(村
山
市

山
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

例
年
は
、
連
休
中
１
日
は
主
人
と

ド
ラ
イ
ブ
行
く
の
で
す
が
、
今
年
は

息
子
の
畑
手
伝
い
、
お
預
か
り
中
の

母
(
認
知
症
)
も
一
緒
な
の
で
ど
こ
に

も
出
か
け
ら
れ
な
い
か
な
。
そ
ん
な

年
回
り
に
な
っ
た
の
か
と
し
み
じ
み

思
い
ま
す
。

(大
石
田
町

疲
れ
気
味
の
ば
あ
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

我
が
家
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

は
、
や
っ
ぱ
り
Ｂ
Ｂ
Ｑ
！
コ
ロ
ナ
禍

で
中
々
集
ま
れ
な
か
っ
た
の
で
職
場

の
人
や
友
達
、
家
族
と
し
ま
く
り
ま

す
。
(尾
花
沢
市

２
児
の
母
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
は
、
畑
の

準
備
や
山
菜
採
り
の
予
定
で
す
。

(村
山
市

お
ば
さ
ん
さ
ん
)

娘
、
息
子
家
族
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
久
し
ぶ
り
に

孫
の
顔
を
見
る
の
が
今
か
ら
楽
し
み

で
す
。

(尾
花
沢
市

日
本
酒
大
好
き
ジ
イ
さ
ん
)

我
が
家
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

は
、
畑
仕
事
で
す
。
ナ
ス
、
ト
マ
ト
、

パ
プ
リ
カ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
育

て
る
の
は
大
変
で
す
が
、
実
っ
た
時

の
こ
と
を
思
う
と
楽
し
み
が
い
っ
ぱ

い
で
す
。

(尾
花
沢
市

お
茶
々
さ
ん
)

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
、
若
か
り

し
こ
ろ
の
思
い
出
、
電
球
の
照
明
に

白
く
浮
か
び
上
が
っ
た
。
校
庭
の
桜

の
木
の
下
で
盃
を
交
わ
し
た
友
を
思

い
出
す
過
ぎ
し
日
の
青
春
時
代
。
今

は
妻
と
二
人
で
静
に
散
り
ゆ
く
花
を

見
て
い
る
。

(尾
花
沢
市

ま
だ
ら
ボ
ケ
さ
ん
)

３
月
16
日
か
ら
、
村
山
市
内
で
Ｊ

Ｒ
東
日
本
線
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
に
ぎ
や
か

な
街
の
方
へ
の
お
出
か
け
が
便
利
に

な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

(埼
玉
県
滑
川
町

Ｍ
．
Ｔ
さ
ん
)

今
回
は
、
竜
巻
と
つ
む
じ
風
の
違

い
が
よ
く
わ
か
り
良
か
っ
た
で
す
。

(尾
花
沢
市

料
理
大
好
き
さ
ん
)

連
休
の

出
掛
け
る
無
き
の

農
作
業

五
月
の
空
に

飛
行
機
見
上
ぐ

(
村
山
市

チ
コ
ち
ゃ
ん
に
ご
し
ゃ
が
れ
る
さ
ん
)

シ
ル
バ
ー
が

孫
を
待
っ
て
る

ゴ
ー
ル
デ
ン

(
村
山
市

馬
耳
東
風
さ
ん
)

◆
毎
月
た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◆
次
回
の
テ
ー
マ
は
…

｢我
が
家
の
家
庭
菜
園
｣で
す
。

本
格
的
な
農
作
業
シ
ー
ズ
ン
に

入
り
ま
し
た
が
、
我
が
家
の
家
庭

菜
園
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

｢私
・
我
が
家
の

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
｣

Ａ

Ａ


